
          パンスタードリームの釜山クルーズ(その 1) 

                           事務局長 池田良穂 

 

11 月 15～18 日の日程で、大阪と釜山を結ぶ国際フェリー「パンスタードリーム」による

船中 2 泊、釜山 1 泊の船旅を学会として行いましたのでご報告します。金曜午後から月曜

午前中にかけての週末旅行です。 

金曜日大阪出港は変則で 17 時となっていたので、「16 時までに集合」とアナウンスしま

したが、みなさんたいへん期待されていたようで 15 時過ぎには国際フェリーターミナル

続々と集合し、3 階にあるパンスター・クルーズの待合室で釜山での予定等の相談をはじめ

ていました。 

いよいよ 16 時に乗船が始まりました。ターミナルでの出国審査を終えるとバスで船のギ

ャングウェイまで移動して、結構長いエスカレーターで船内に入ります。ロビーでは白人女

性がピアノとバイオリンの二重奏で出迎えてくれました。船内はすっかりクリスマスの装

いでした。 

今回の我々のグループは 9 人で、ツインキャビンのデラックスを利用しました。キャビ

ンに入るとベッドの上には「Panstar Cruise Today」という船内新聞(後掲)が置かれており、

まさにクルーズの雰囲気です。夕食と朝食はバイキング式のレストランの利用ですが、別に

お寿司のコーナーもあります。 

さて乗船して荷物をキャビンに置くとすぐに展望ラウンジ「夢」に集合して、乗船時に配

布された無料飲物券で生ビールでまずは乗船を祈念して乾杯。2 杯目からもハッピーアワー

の格安価格なので，杯がついつい進みます。 

船は定刻の 17 時より 10 分ほど早く出港しました。夕やみが迫る中、船は沈む太陽を追

うように明石海峡を目指して西に針路をとりました。 

夕食は 18時半から始まりました。予約席を設けていただいたので揃っての夕食を楽しみ、

ワインもあけて盛り上がりました。普通は 2 回制なのですが、今次は乗客数が 100 人くら

いと少なかったので、一回だけのオープンで約 1 時間の食事時間でした。 

後かたづけが終わるとレストランはショーラウンジとなり、この日は白人女性による演

奏、乗組員によるマジック、そしてカラオケなどが行われました。 

 その後、「夢」に移って船談義は続きました。22 時少し前には瀬戸大橋を通過しました。 

 
大阪南港の国際フェリーターミナルに着く「パンスター

ドリーム」 

 
キャビンはツインのデラックスルームでした。 



 
船内はすっかりクリスマスの装いでした。2階の吹き抜

けからロビーを見下ろした写真です。 

 
展望ラウンジ「夢」での出港前パーティです。ハッピー

アワーはビールが 1杯 300円。 

 
レストランでの夕食風景 

 
食事はバイキング式で、韓国料理、中国料理などが

並びます。 

 
食事の後はショータイム 

 

 



 



 
 


